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研究成果の概要（和文）：本研究では今までの嗅覚測定法における問題点を解決した"Fragrance Jet for 
Medical Checkup"を用いて、自閉スペクトラム症者においても定型発達者と変わりなく嗅覚検知閾値を測定する
ことに成功した。その結果、自閉スペクトラム症者群とコントロール群とでは嗅覚特性が異なり自閉スペクトラ
ム症者群では、バナナやパイナップルの香りに対してコントロール群より鈍麻な傾向であることを明らかにし
た。また多チャンネル近赤外線分光法を使用した実験を行ったところ、一部の香料刺激に対して自閉スペクトラ
ム症者群と定型発達者とで反応が異なることを確認した。

研究成果の概要（英文）：We succeeded in the attempt to measure olfactory detection thresholds in 
children with autism spectrum disorders (ASD) similar to children with typical development (TD) 
using “Fragrance Jet for Medical Checkup” which resolve problems encountered in previous studies. 
As a result, olfactory detection thresholds of children with ASD were significantly higher than 
those of TD children with both odor of banana and pineapple. We also confirmed the response to some 
odors in children with ASD is different from that of TD by using Multi-channel Near-infrared 
Spectroscopy.

研究分野：児童精神医学
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１． 研究開始当初の背景 
 
自閉スペクトラム症(Autism Spectrum 

Disorder:ASD)とは、対人相互作用やコミュ
ニケーションの発達に障害を持ち、常同行動
や限局的・反復的な興味および行動のパター
ンを示す発達障害である(DSM-5, American 
Psychiatric Association, 2013)。ASD児の数
は人口の約 2％とも言われ世界的な社会問題
となっている。世界的な精神科診断基準であ
る DSM-5 にて感覚過敏や感覚刺激に対する
低反応といった感覚の問題が初めて診断基
準の一つに取り上げられた。嗅覚を含めた感
覚の問題は ASD 児のほとんどが有すると考
えられており( Ben-Sasson, 2007)、ASD児
にとって実生活の中で抱く困難の本質とも
考えられており、情動・行動や運動・行為の
問題に影響する。 
嗅覚の問題は視覚や聴覚といった他の感
覚と比べて注目されなかった歴史がある。一
方で申請者携わるが児童精神科外来の現場
では初診患者全員の問診票で嗅覚を含めた
感覚の問題について聴取しているが、多くの
ASD 児がある種のにおいに対し敏感なため
人や部屋に近づけない、あるいはある種のに
おいに対して鈍感なため危険に対する認識
が遅れる、においに敏感で偏食が激しいなど
嗅覚の問題を有することが明らかになって
いる。ASD児がある種のにおいに対し敏感な
ため人や部屋に近づけない、あるいはある種
のにおいに対して鈍感なため危険に対する
認識が遅れる、においに敏感で偏食が激しい
など嗅覚の問題を有することが明らかにな
っている。Gillberg の診断基準で有名な
Gothenburg大学の Gillberg先生は ASD児
がその嗅覚認知のために我々の想像以上に
社会生活に支障が出ている可能性を指摘し
ている(Gillberg., 2002)。Ohio State大学の
Lane 先生は嗅覚過敏の強いことがコミュニ
ケーション能力や社会生活への不適応を示
唆すると報告している(Lane et al.,2010)。ま
た母親の作るにおい環境が子どもの学習や
社会性発達を促すなど、児童の発達において
心地よいにおい環境が必須であることが示
唆されている(Parma et al., 2013)。 
  ASD 児の嗅覚特性を実験器具にて客観的
に測定する研究は、嗅覚テストとして
University of Pennsylvania Smell 
Identification Test もしくは Sniffin Sticks
を用い閾値・同定力を調べた研究であったが、
ⅰ)香料の量の調節が難しく多量に嗅ぐため
に徐々に順応し濃度差を感じなくなる、ⅱ)
空間に香りが残留するため徐々に嗅覚が麻
痺してくることもあり、ⅲ)感度が低く各々の
結果は一致しなかった。ここで申請者は
「Fragrance Jet for Medical Checkup」に着
目 し た 。「 Fragrance Jet for Medical 
Checkup」(図 1)は射出量を微細に制御する
ことができる pulse ejection system(図 2)と
いうインクジェット方式を用いて人の嗅覚

特性を測定する装置であり、今までの嗅覚テ
ストより高い精度で児の嗅覚特性を測定で
きる。 
 
２． 研究の目的 
 
「Fragrance Jet for Medical Checkup」を用
いて ASD 児の嗅覚特性を明らかにすること
を目的とした。 
 
３． 研究の方法 
 
"Fragrance Jet for Medical Checkup"を用いて、
ASD 児及び定型発達児に対して嗅覚検知閾
値を測定した。 
 
４． 研究成果 
 

本研究で用いたデバイスは 6歳児にでも施行
可能なことを示すことができた。ASD者群と
定型発達児群とでは嗅覚特性が異なり ASD
者群では、バナナやパイナップルの香料とい
った多くの人にとって“馴染みのあるにお
い”に対して定型発達児群より鈍麻な傾向で
あることを明らかにした。また ASD 者にお
いて新しい環境への順応が難しいことは大
きな問題であるが、“馴染みのあるにおい”
に対して長時間暴露され順応した後に於い
ても ASD 者群でコントロール群より鈍麻な



傾向が続くことが示唆された。 
嗅覚検知閾値については好みが影響する
ことも推測されたが、香料の好みについては、
生育背景の影響を強く受けていること、極め
て多様なことが推測された(ASD 者の好きな
香り（図 3）及び苦手な香り（図 4）)。 
 

また嗅覚刺激による脳変化の差異を継時
的に捉えることを目的に、多チャンネル近赤
外線分光法（Multi-channel Near- infrared 
Spectroscopy: MNIRS）を使用した実験を行っ
たところ、"Fragrance Jet for Medical Checkup"
から放出された一部の香料刺激に対して

ASD 児群と定型発達児群とで反応が異なる
ことを確認した(MNIRSによる実験の様子は
図 5)。 
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